
 

令和６年度 公益財団法人 全国高等学校体育連盟 事業報告 
（１）〔各種競技大会の開催事業〕 

Ａ ［全国高等学校総合体育大会（インターハイ）夏季及び冬季大会の開催］ 
令和６年度 全国高等学校総合体育大会（インターハイ） 
① 夏季大会（３０競技）福岡・佐賀県・長崎県・大分県・和歌山県・北海道・福島県 

・日   程：令和６年７月２１日（日）～８月２０日（火） 
・総合開会式：令和６年７月２７日（土） 久留米アリーナ 
・競   技： 

◆福岡県開催競技：陸上競技・体操・バスケットボール・ハンドボール・登山 
         自転車(トラック) 
◆佐賀県開催競技：水泳(競泳)・バドミントン・レスリング・ボクシング・フェンシング 

 少林寺拳法 
◆長崎県開催競技：卓球・ソフトテニス・ソフトボール・ローイング・弓道・ホッケー 

 ウエイトリフティング・空手道・アーチェリー 
◆大分県開催競技：水泳(飛込)・水泳(水球)・バレーボール・相撲・柔道・剣道・テニス 

 自転車(ロード)・なぎなた・カヌー 
◆和歌山県開催競技：ヨット  
◆北海道開催競技：サッカー女子  
◆福島県開催競技：サッカー男子  

・参加選手数：男子 15,269 名 女子 12,208 名 合計 27,477 名 
 

② 冬季大会 （４競技）  
○スキー大会  北海道 釧路市・名寄市 
・日 程：令和７年２月７日（金）～２月１１日（火・祝） 
・開会式：令和７年２月７日（金） 釧路市 阿寒湖アイヌシアターイコロ 
・競 技：令和７年２月８日（土）～２月１１日（火・祝） 

◆アルペン：釧路市 国設阿寒湖畔スキー場 
◆クロスカントリー：名寄市 なよろ健康の森クロスカントリーコース 
◆スペシャルジャンプ：名寄市 名寄ピヤシリシャンツェ 
◆ノルディックコンバインド：名寄市 名寄ピヤシリシャンツェ 

なよろ健康の森クロスカントリーコース 
・閉会式：令和７年２月１１日（火・祝） 名寄市 道立サンピラーパークサンピラー交流館 
・参加選手数：男子 401 名 女子 309 名 合計 710 名 

 
○スケート・アイスホッケー大会   岩手県・神奈川県・北海道 
・日 程：令和７年１月２０日（月）～１月２４日（金） 

◆スピードスケート：岩手県盛岡市 岩手県営スケート場 
・開始式：令和７年１月２１日（火） 岩手県営スケート場 
・競 技：令和７年１月２１日（火）～２３日（木） 岩手県営スケート場 
・閉会式：令和７年１月２３日（木） 岩手県営武道館柔道場 

◆フィギュアスケート：神奈川県横浜市 KOSE 新横浜スケートセンター 
・開始式：令和７年１月２０日（月） KOSE 新横浜スケートセンター 
・競 技：令和７年１月２０日（月）～２２日（水） KOSE 新横浜スケートセンター 
・閉会式：令和７年１月２２日（水） KOSE 新横浜スケートセンター 



◆アイスホッケー：北海道苫小牧市 nepia アイスアリーナ他 
・開始式：令和７年１月２１日（火） nepia アイスアリーナ 
・競 技：令和７年１月２１日（火）～２４日（金） 

nepia アイスアリーナ、ダイナックス沼ノ端アイスアリーナ 
新ときわスケートセンター 

・閉会式：令和７年１月２４日（金） nepia アイスアリーナ 

・参加選手数：男子 656 名 女子 184 名 合計 840 名 
 

○ラグビーフットボール大会  大阪府 東大阪市花園ラグビー場   
・日 程：令和６年１２月２７日～令和７年１月７日（火） 
・開会式：令和６年１２月２７日（金） 大阪市花園ラグビー場 
・閉会式：令和７年１月７日（火）試合終了後 東大阪市花園ラグビー場 

・参加選手数： 1,465 名 
 
○駅伝大会  京都市 たけびしスタジアム京都付設マラソンコース 

・日 程：令和６年１２月２２日（日）  
・開会式：令和６年１２月２１日（土）15：00 かたおかアリーナ（京都市体育館） 
・閉会式：令和６年１２月２１日（土）15：00 かたおかアリーナ（京都市体育館） 
・参加選手数：男子 575 名 女子 455 名 合計 1,030 名 

 
Ｂ ［選抜等大会の共催］ 

令和６年度全国高等学校選抜等大会（共催） 
共催大会 （競技毎に 36 大会を全国各地で開催 ☆はスポーツ拠点づくり推進認定事業） 

・第 41 回全国高等学校体操競技選抜大会 
・第 40 回全国高等学校新体操選抜大会 
・WINTERCUP2024 第 77 回全国高等学校バスケットボール選手権大会   
・春の高校バレー第 77 回全日本バレーボール高等学校選手権大会 
・第 52 回全国高等学校選抜卓球大会 
・第 50 回全日本高等学校選抜ソフトテニス大会 
・第 48 回全国高等学校ハンドボール選抜大会 
・第 103 回全国高等学校サッカー選手権大会       
・第 33 回全日本高等学校女子サッカー選手権大会 

      ・第 26 回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会 
・第 53 回全国高等学校選抜バドミントン大会    
・第 43 回全国高等学校男子ソフトボール選抜大会 
・第 43 回全国高等学校女子ソフトボール選抜大会 
・令和 6 年度全国高等学校相撲選抜大会（第 76 回全国高等学校相撲新人選手権大会）           
・第 47 回全国高等学校柔道選手権大会 
☆第 37 回全国高等学校選抜スキー大会（ノルディック種目）    
・第 37 回全国高等学校選抜スキー大会（アルペン種目）  
・第 15 回全国高等学校選抜スピードスケート競技会 
・第 36 回全国高等学校選抜ボート大会/ JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ大会 
☆第 34 回全国高等学校剣道選抜大会 
・令和 6 年度風間杯第 68 回全国高等学校選抜レスリング大会 
・第 43 回全国高等学校弓道選抜大会  



・第 47 回全国選抜高校テニス大会 
・第 15 回全国高等学校選抜スポーツクライミング選手権大会 
・令和 6 年度第 48 回全国高等学校選抜自転車競技大会 
・第 36 回全国高等学校ボクシング選抜大会兼 JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ 
・第 56 回全国高等学校選抜ホッケー大会 
・第 40 回全国高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会 
・第 49 回全国高等学校選抜フェンシング大会 
・JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ第 44 回全国高等学校空手道選抜大会 
・第 43 回全国高等学校アーチェリー選抜大会 
・令和 6 年度第 20 回全国高等学校なぎなた選抜大会 
・第 28 回全国高等学校少林寺拳法選抜大会 
・第 1 回全国高等学校カヌー選抜大会 
・令和 6 年度第 62 回全国高等学校ライフル射撃競技選手権大会 

 
Ｃ ［全国高等学校定時制・通信制大会の開催］ 

令和６年度全国高等学校定時制通信制体育大会 
・日 程：令和６年７月２２日（月）～８月１６日（金） 
・競 技：陸上競技・バスケットボール・バレーボール・卓球・ソフトテニス・サッカー 
     バドミントン・柔道・剣道・自転車競技（１０競技） 
・参加選手数：男子 3,274 名 女子 1,627 名 合計 4,901 名 

 
Ｄ ［各種体育・スポーツ大会の後援］ 

令和６年度全国高等学校選抜等大会（後援） 
後援大会 （競技毎に 17 大会を全国各地で開催 ☆はスポーツ拠点づくり推進認定事業） 

 ・JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ第 18 回 U18／第 55 回 U16 陸上競技大会 
 ☆第 11 回全日本ジュニア(U17)水球競技選手権大会 ～かしわざき潮風カップ～ 

      ・FUJIFILM SUPER CUP 2025 “NEXT GENERATION MATCH”（サッカー） 
      ・サニックスワールドラグビーユース交流大会 2024 
      ・第 20 回全国高等学校合同チームラグビーフットボール大会 
      ・第 26 回紫灘旗高校遠的弓道大会 

・幸村杯第 9 回全国高等学校男子なぎなた選手権大会 
・第 58 回全日本高等学校馬術競技大会 
・第 35 回全日本高等学校馬術選手権大会 
・第 36 回全日本高校・大学ダンスフェスティバル（神戸） 
・第 17 回日本高校ダンス部選手権 夏の公式全国大会 
・第 18 回日本高校ダンス部選手権 春の公式大会 

      ・文部科学大臣杯第 31 回全国高等学校対抗ボウリング選手権大会 
       ・第 28 回全国高等学校ボウリング選手権大会 
           ・第 23 回全日本ビーチバレーボールジュニア男子選手権 
      ・`24 マドンナカップ in 伊予市ビーチバレージャパン女子ジュニア選手権大会 
           ・令和 6 年度「2024 全国高等学校リモート陸上競技大会」 

 
（２）〔指導者の育成事業〕 

高等学校に係る体育・スポーツ活動の普及と発展を図る指導者の育成事業 
① 各専門部別指導者研修会・講習会等の実施 



② 競技指導者としての専門的資質向上のための指導者研修会・講習会実施に向けての検討 
 
（３）－１〔調査・研究等事業〕 

Ａ ［全国高等学校体育連盟研究大会の開催］ 
高等学校に係る体育・スポーツ活動に関し、競技普及、技能向上、安全啓発等を図る事業及びそのため

の調査研究ならびに情報収集・提供、広報の事業 
① 研究大会の開催  

令和６年度 第５９回（公財）全国高等学校体育連盟 研究大会 
レイボックホール（さいたま市民会館おおみや） 

・大会主題  「Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ」～運動部活動の未来を拓く～ 
・開催日程  令和７年１月１６日（木）～１７日（金） 
・開 会 式  令和７年１月１６日（木）10：00 
・閉 会 式  令和７年１月１７日（金）12：00 
・内  容  1）課題研究発表 

2）研究発表（分科会） 
第１分科会「競技力の向上」 
第２分科会「健康と安全」 
第３分科会「部活動の活性化」 

3）全体会 分科会報告 
4）講 演 演 題：「コミュニケーション」と向き合う 

～「分かち合う（共有）」という視点から～    
 講 師：勝田 隆（東海大学スポーツプロモーションセンター次長） 

・令和６年度「研究大会報告書」の発刊 
・参加者数：470 名 

 
Ｂ ［各競技専門部調査・研究等事業］ 
 研究協議会、研究大会、全国専門委員会、競技委員会、競技普及・発展会議、ルール会議、競技普及会議 
 
Ｃ ［各種基礎データ調査］ 

① 令和６年度 都道府県高体連加盟状況調査 
② 部活動活性化のための調査 
③ 今後の運動部活動のあり方並びに地域スポーツとの連携等についての調査研究 

 
（３）－２〔競技普及・選手強化・国際交流等諸事業〕 

Ａ ［競技普及・選手強化・国際交流事業］ 
高等学校に係る体育・スポーツ活動を通して、トップアスリート育成を含めた選手強化、国際交流を図

る事業 
① テニス・柔道・ソフトボール・弓道・ラグビーフットボール・ホッケー等の各専門部海外交流事

業の推進等 
令和 6 年度は、陸上競技、バレーボール、バスケットボール、卓球、ソフトテニス、ハンドボール、

サッカー、ラグビーフットボール、バドミントン、柔道、レスリング、テニス、自転車競技、ウエイ

トリフティング、空手道、の 15 専門部が海外遠征や日韓中交流等の国際交流事業を行った。 
 
（４）〔広報事業〕 

Ａ ［広報資料作成事業］ 



広報活動 
① (公財)全国高体連広報誌｢全国高体連ジャーナル｣の発刊 

第４７号（７月発刊） 第４８号（１２月発刊） 
② 令和６年度全国高等学校総合体育大会報告書の発刊 
③ 高校生活動の推進と実践報告書の作成とその成果 

 
Ｂ ［ウエブサイトを活用しての情報提供・収集事業］ 

ホームページによる（公財）全国高体連の組織および活動状況の情報提供 
① ホームペー更新 
・都道府県高体連・各専門部との連携（リンク） ・高校総体（インターハイ）に関する記録情報 
・各委員会報告                ・総体開催県実行委員会との連携（リンク） 

 
（５）〔体育諸団体との連携事業〕 

① 公益社団法人全国高等学校文化連盟      ・高校の部活動のあり方についての連絡協議 
② 公益財団法人日本高等学校野球連盟      ・高校スポーツのあり方等についての連絡協議 
③ 公益財団法人日本スポーツ協会         ・財団法人運営、大会運営に関する協力等を協議 
④ 各競技中央競技団体                 ・全国総体及び選抜等大会の運営等についての連絡協議 
⑤ 公益財団法人日本中学校体育連盟        ・運動部活動の推進等についての連絡協議 
⑥ 一般社団法人全国高等学校 PTA 連合会   ・運動部活動における健全育成についての連絡協議 
⑦ 総体開催県実行委員会             ・先催県・後催県実行委員会と運営等についての連絡協議 
 
スポーツ指導における体罰・暴力行為等根絶のための取り組みに関わる協定書に基づき、日本スポーツ協

会へ体罰根絶全国共通ルールの適用件数を毎月報告し、情報共有をしている。 
また、運動部活動における体罰やハラスメント等について電話相談が日々あり、相談内容についてスポー

ツ庁へ暴力根絶に向けた担当者会議等で報告をし、情報共有をしている。 
 
（６）〔その他この法人の目的達成に必要な事業〕 

① 表彰事業 
令和 6 年度は、 40 名表彰 

② 傷病見舞金給付事業 
令和 6 年度は、 4 名に合計 1,102,000 円給付 

③ インターハイ開催に係る諸課題の改善に向けた取り組み 
期間限定のインターハイ改革プロジェクトチームを設置し、主催大会であるインターハイの諸課題

解決に向けた取り組みを開始した。 
暑熱対策、大会開催経費削減策等の課題と安全・安心な大会運営に向けた具体的な改善策の検討。 
令和 6 年度下期から活動を開始し、ワーキンググループ会議を 3 回とプロジェクトチーム会議を 2
回開催し課題の整理と優先順位を確認し作業工程について協議した。 

④ スポーツ団体ガバナンスコードの遵守 
令和 3 年度より、日本スポーツ協会へ加盟団体としてスポーツ団体ガバナンスコードの遵守状況

に関する自己説明を提出し、自身の HP において毎年自己説明を公表している。 
 
 
 
 


